
1897 1947 1971

通商船・一般船民間漁船 黒船来航 艦艇建造・外来艦船 

五十鈴、阿武隈、三笠 etc 第三青函丸、つがる型巡視船 etc

大型輸送船・工業船・連絡船 造船所閉鎖

2003

造船所敷地境界から 400m:造船所 : 工業地帯 : 市街地及び標高 :

造船所周辺の年人口増加率 2013

:-19 ～ -10％:-9.9 ～ ＋5％

浦賀造船所の閉鎖に加え、住宅地宅地開発に
よる地域の拡大や、衰退する商店街、増加す
る中規模商業施設により、賑わいの中心は分
散している。中心性を無くし、個性の無い町
となりつつある浦賀が再び固有性を獲得する
にはまず、浦賀の町がこれまで歩んで来た歴
史を再認識する事が必要である。

2013 
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商店街 : 中規模商業施設 : 公民館 :

年間稼働率 47.5％
74.4％

37.0％
66.0％

10.5％
95.0％祭時等の最大稼働率

A. 浦賀コミュニティセンター B. 郷土資料室 C. 児童館＋公民館

地域人口に占める造船関連職業従事者

浦賀は旧市街地の整備でなく丘陵地帯の新規
宅地開発によって人口を維持している為、浦
賀に居住しながら地域や造船の歴史に関わり
の薄い住民が多く、造船所付近の旧市街地も
高齢化により人口が減少傾向にある。横須賀
市中心部に付随するベッドタウンとしての性
格も強く、住民の業種も浦賀造船所が稼働し
ていた時代と比べて造船と関わりの薄いもの
に変化している。既存の歴史資料館や公民館
等も立地や機能不足等から稼働率や利用率が
低く、史料を収蔵していながらも活用できて
いない状態である。

工業・水産・商業・自由業

造船所の共有意識 共有するもの無し

農業・その他

27％73％ 14％ 86％

商業・会社員・自由業・その他

1930 2003

水産

■船によって町らしさが変容した町　神奈川県浦賀

■個性の薄れつつある歴史都市

■船に縁の無い現代

近代化遺産として保護されるドライドック木造船技術を感じながら、船内に吊された史料を通路によって巡る ドックの特異形状に応じる建築

■浦賀特有の地形が助長する造船所の中心性

1. 都市の核としての船

2. 船との関わりを失った浦賀／郊外化

1853 年の浦賀造船所に由来し、1897 年に
始まる住友重機械工業浦賀造船所は、工業
中心地の移転により 2003 年に閉鎖されて
以後 200ha の立入禁止区域となっている。
かつては造船所の事業変化 ( 製造・停留する
船種の変化 ) に伴って周辺地域や産業が変化
し、時代毎に町らしさが変容した。浦賀造
船所は常に町らしさの形成の中心であった。

近代造船、商業港の時代 軍需港の時代 戦後、工業港の時代 造船所閉鎖・郊外化の時代幕府による造船所開設 
日本初ドライドック建造

1897 1947 1971 20031853 
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浦
賀
町
の
変
化 ・漁村から埋め立て、市街地化 ・商店街・旅館・風俗街増加

・病院、衛生施設の建設

・技術学校・工業系店舗の増加 ・商店街の衰退
・住民の役 7割が工業職 ・中規模商業施設の増加

・丘陵部にける宅地開発
・ベッドタウン化

・団地の増加

・軍人相手の業種が急増

・異国からの文化流入
・関所としての機能 ・軍需学校、訓練場の設置

明治期に建造された造船所の多くが平坦な工
場地帯や埋立地により市街地と距離を置くの
に対し、浦賀は狭く急な谷戸地形である事か
ら市街地と造船所が干渉空間無く近接する。
他地域造船所と比べ、船の建造や入港、進水
などドック内の活動が、ドック周辺地域の風
景や活気に大きく影響し、景観的にも意識的
にも中心となっていたと考えられる。

造船所突出型 市街地 - 造船所分離型市街地囲まれ型 造船所半囲まれ型造船所半突出型
広島県 向島造船所 (1953)大阪府 名村造船所 (1911)長崎県 大島造船所 (1973)

造船所突出型
愛媛県 今治造船所 (1947)神奈川県 浦賀船渠 (1897) 香川県 四国ドック (1955)
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船は短命である。

彼らが歴史の教科書に載る事は無いが、
しかしその営みの一つ一つが世の中の動きと繋がっている事は事実である。

かつて造船の町と呼ばれた浦賀町の変容と発展の始まりに、咸臨丸という一つの船の一生がある。

これは、郊外化しつつある浦賀において、
日本がいかにして浦賀から世界へと船出をしたかを咸臨丸の一生を辿り知ることで、
浦賀の町のアイデンティティを再認識する為の建築である。

航海日誌を読む様に咸臨丸が生きた約 5000 日間を知る事で、
浦賀の町らしさの現在地を知り、これから歩むべき未来を考える礎とする。
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内張
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主甲板繋留支柱

内竜骨

主甲板木桁
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湾曲部内板

下弦縦通材
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上甲板縦通材
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梁曲材

梁曲材

ブルワーク ブルワークプレート

ガンウォールバー

サイドシェル

ボトムシェル

短軸断面形状 長軸断面形状

高位置重心
甲板と船底は等しい挙動で撓む

ビルジプレート

トップゲルンレール

メインレール

梁曲材

内部腹板

水通し

船鍔

レール

主竜骨

竜骨翼板

第一肋骨

第ニ肋骨

第三肋骨

防弦材

防弦材

船側厚板
船側厚板

外板

外板

履かせ板

上甲板繋留支柱

倉内支柱
カーゴバトン

カーゴバトン

上甲板繋留支柱

中央竜骨

中位置重心
甲板と船底は等しい挙動で撓む

低位置重心
甲板と船底は異なる挙動で撓む

浦賀駅

敷地現状   S=1/5000

行政による保護区域
行政による再開発計画区域

周辺住民のドックをとりまく主な動線

: 地域資料館
: 商店街

: 中規模商業施設
：造船所施設

1857.8.4. 長崎へ
長崎海軍伝習所練習艦

1868.8.23. 長崎へ
銚子沖で嵐に遭い下田港に漂着
1868.9.11
攻撃を受ける . 死傷者
船は掌補される

1862　小笠原諸島巡視 . 父島 . 母島測量
咸臨丸の航海により日本海図が誕生
→日本海図誕生「小笠原島総図」

1860.1.19. 浦賀出航

1860.5.5 浦賀帰港

1871.9.21 松島湾寒風沢で出航
仙台蒲白石の片倉家家臣団 401 名

1871.9.20 サラキ沖にて座礁 . 沈没

1860.2.26 サンフランシスコ入港
日米修好通商条約批准

2ヶ月滞在　3名死亡 .14 名病人

ハワイ寄港

1866 蒸気機関撤去
1868 戊辰戦争

1984. サラキ岬沖で錨が発見される

かつて船が都市風景の一部であったように、この建築も町の一部として生きる

3. 近代化の礎となった船／咸臨丸の引き揚げ

公園・駐車場の設置

既存商店街

近代化遺産として保護
立入禁止の場所に

老朽施設の解体

資料館・商業施設へ改築

商業エリアへ開発

親水公園へ整備

行政によって解体・再開発

既存商店街

散策路の整備

海洋レクリエーション施設の検討

商業エリアへ開発

6. 木造船技術の継承／建築それ自体が史料である 7. 既存ドックの排水機能を利用した空間変動

咸臨丸が木構造であったように、近代化
の時代は木造船が主流であり、浦賀も木
造船の製造・修復から始まった。
現代の主流である鋼船や FRP船は木造
に比べ高い強度をもつが腐食や互換性に
弱い。長い目で見ると、部材の交換や入
手が容易な木造船の方が長く生き残る。

■近代造船の起原 - 木構造船

■モノコック構造
建築が柱や筋交いで外力に耐えるのに対
し、船は外力を船体全体で分散し耐える
モノコック構造であり建築構造と大きく
異なる。造船構造によって作られた建築
は歴史を継承する建築としての強い耐久
性をもつ。

現代の鋼船では溶接や材料強度の向上に
よって、木造船の竜骨に相当する構造部
分が消失し、複数の縦通材がその役割を
果たしている。船体を機能だけでなく空
間として着目すると、竜骨は木造船特有
の空間といえる。

既存ドックと建築が作る空間は、かつて
ここで船を作っていた人が見ていた風景
である。建築空間として利用する事も出
来るが、海水で満たす事で新たな船出を
象徴する空間となり、水を使った新しい
展示をする事も可能である。

■空間要素としての竜骨

咸臨丸にみられる木構造船 一般的な鋼船構造

船体形状による甲板と船底のたわみ挙動

竜骨による空間の操作
船体配置図　縮尺 1/2000

既存商店街

屋根

上甲板平面

主甲板平面

既存ドック

受付

誰もが通り抜けられる乗船口

咸臨丸の修復

上甲板第一閲覧通路

主甲板第五閲覧通路

主甲板第六閲覧通路

地下ドライドック入口

地下ドライドック入口

海水の注水

主甲板展望室

上甲板第ニ閲覧通路

上甲板第三閲覧通路

上甲板第七閲覧通路

上甲板資料室

上甲板資料室

上甲板休憩室

上甲板休憩室

注水時はボートにより移動

町の主動線の取り込み

対岸地域からのドックの視認性向上

将来的に整備される
広場に面したエントランス

行政によりに整備される
観光用駐車場に面したエントランス

既存資料館との連携

既存商店街のにぎわいの引き込み

周辺住宅地からのドック視認性向上

まちの主動線を取り入れるラウンジ

5. 浦賀らしさを再認識させる咸臨丸博物館4. 行政による観光地化計画

上甲板第四閲覧通路

上甲板展望室

上甲板展望室

■浦賀ドックを出航した幕府初の太平洋横断船

咸臨丸は日本が初めて手に入れた洋式
軍艦蒸気船であると同時に、初めて太
平洋を渡り、日本の近代化の引き金と
なる航海を担った船である。咸臨丸が
生きた 5000 日は、造船技術や航海術
の修得、異文化の流入や地図の誕生等、
島国である日本の発展だけでなく、造
船業によって成り立つ浦賀町の発展の
大きな礎となった。

造船によって発展した浦賀町において
造船の歴史を知る事は、浦賀町の発展
の歴史を知る事と同義である。そこで、
日本が世界へと船出した重要なポイン
トでありながら 10年以上まちの空洞
になっている浦賀ドックに、近代造船
の礎である咸臨丸を呼び覚ます事で、
浦賀造船所を郊外化するまちのアイデ
ンティティを再認識する場所として再
生する。

　船を知る事で都市を知る

■咸臨丸を辿る博物館



船体支柱：カラマツ集成材
                200×300mm

肋骨：カラマツ集成材 　　　　 
2-200×400mm

方杖：カラマツ集成材     　　　 
200×400mm

M９ ラグスクリュー (L=150)
座堀り　φ30×20

浦賀町丘陵部における住宅地開発

発生した木材 ( 現在は木更津港木材場に保管 )

老朽部材の交換

老朽 完成住民による建替え祭

展示空間の変更・増床

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

上甲板梁 : カラマツ集成材
　　　　　200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材
                     200×200 

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

乗船口は町の動線を引き込む

建築とドックがつくる空間は、かつてここで船を作っていた人が見てい風景を想起させる

更新可能な木構造と展示空間

この町の始まりに咸臨丸という船がいた事を知る
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船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 

竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

船 首

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

ラウンジ床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×200 

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

棟材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

登梁 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

登梁 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20
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手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 
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M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

棟材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

右 舷 船 首

左 舷 船 首
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竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

既存階段 : 煉瓦 100×180×80
　　　　  フランドル積み 
　　　     モルタル目地

上弦材 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

棟材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL
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肋骨間隔 1600mm ×15

咸臨丸及び船体構造

600

300

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

内竜骨 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

既存渠床 : コンクリート
　　　　　遮水鋼矢板壁

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

ラウンジ床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×200 

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20
くさび

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

肋骨 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

サイドギャルソン : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 
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手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 
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概 寸

船体全長

起工 二〇十四年 二月十三日

縮尺 1 / 1 0 0 

屋根全長

型幅

型深さ
計画喫水

船底勾配高さ
内竜骨長さ

船首尾曲線

計画最大速度

計画燃料容量

乾燥時船体重量

主船体構造 木構造

湾曲部半径

179.20m
173.60m

219.09m
24.57m

0Kts
0t

89.60m

30.23m
8.24m
4.25m
6.50m
6.50m
5.27m

主船体構造
発注

起工

進水

就役

退役

木構造

舷弧    　船首端舷弧高さ

      　 　船尾端舷弧高さ

594.31t

咸 臨 丸 性 能 諸 元 及 び 艦 歴 
船体全長

型幅

喫水

燃料 石炭
主機 帆走・蒸気機関

48.80m
8.74m

-

6.00Kts
620.00t

1855
1855
1856
1857
1871

計画最大速度

排水量
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ANNUAL DECREASE

MAG
NET

IC

メインマスト : 杉 φ300
　　　　　　  テーパー加工 

トップボード : 杉集成材 t=200  

ミズンヤード : 杉 φ300 

ミズンヤード : 杉 φ300 

ミズンヤード : 杉 φ400 

ミズンヤード : 杉 φ500 

メインシュラウド : 麻縄 φ50 

メインシュラウド : 麻縄 φ50 

メインマスト : 杉 φ400 

メインマスト : 杉 φ500 
ハリヤード : 麻ロープ φ50

16200

上甲板縦通材間隔 1800mm×7上甲板縦通材間隔 1800mm×7

32400

16200

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

サイドギャルソン : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

サイドギャルソン : 杉集成材 
200×100

船釘

既存渠床 : コンクリート
　　　　　遮水鋼矢板壁

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          シーリングテープ
          AL 硝子押え

6
0
0

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 

上甲板梁 : 杉集成材 200×200

主甲板梁 : 杉集成材 200×200 

上甲板縦通材 : 杉集成材 200×200 

主甲板縦通材 : 杉集成材 200×200 

既存階段 : 煉瓦 100×180×80
　　　　  フランドル積み 
　　　     モルタル目地

WL & DLWL

WL+3000

WL-3000

WL-6000

WL-9000

WL-12000

WL-15000

WL-18000

WL-21000

WL-24000

WL-27000

WL-30000

WL-33000

WL+6000

WL+9000

WL+12000

20002000200020002000200020002200200020002000200020002000 22002000

1BL1BL2BL3BL 2BL 3BL-.--.--.--.--.- -.--.--.--.--.-

竜骨 : 杉集成材  300×700 

内竜骨 : 杉集成材  300×300 

肋骨 : 杉集成材  200×300R 加工 CL
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57
9
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支柱 : カラマツ集成材 200×400 

防弦材 : 杉集成材 100×200 

曲材 : 杉集成材

船側厚板 : 杉集成材

曲材 : 杉集成材

M9 ラグスクリュー (L=150)φ30×20

8800
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3100

1
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2
7
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船鍔 : 杉集成材 
500×100 R 加工 CL

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

上甲板床 : カラマツ集成材 50×80 2143

1649

20
70 2070

24
25 2425

228
7 2287

2236
2236

680 680

2143

1649

R17
200

海水注水時水位
海水注水時水位

浦賀の丘陵部における宅地開発から発生した木
材を使用する。木造である事により、老朽部材
の更新、また展示空間の変更が容易である。

8. 木造架構による自由な展示空間 及び 部材の更新
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上甲板梁間隔 1600mm×77

8780053000

8800

0 25 50ft

0 5 10 15m

R75500
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1
1
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0
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R66100

R126000

R93000
103400

103400

上弦材 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

ラウンジ床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×200 

バウスプリット : 杉 φ500

梁 : カラマツ集成材 200×200 

フォアマスト : 杉 φ500 

上甲板梁 : 杉集成材 200×200

メインマスト : 杉 φ500 ミズンマスト : 杉 φ500 

スパンカーブーム : 杉 φ300 
　　　　　　  テーパー加工

主甲板 : カラマツ集成材 50×80 

主甲板梁 : カラマツ集成材 200×200 

根太 : カラマツ集成材 
200×200 CL

梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

上
甲
板
資
料
閲
覧
室

上甲板第一閲覧通路

上甲板第二閲覧通路

上甲板第三閲覧通路

主甲板第六閲覧通路吹抜け 主甲板第六閲覧通路吹抜け

上甲板第七閲覧通路

上甲板第八閲覧通路

主
甲
板
第
五
閲
覧
通
路
吹
抜
け

上
甲
板
第
四
閲
覧
通
路

主
甲
板
第
六
展
望
通
路
吹
抜
け

休憩室

休憩室

休憩室

竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

テーパー加工

縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

ピンレール : 杉 200×200 

ピンレール : 杉 200×200 

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          硝子パッキン
          AL 硝子押え

縦通材縦通材 : カラマツ集成材 
200×200

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          硝子パッキン
          AL 硝子押え

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          硝子パッキン
          AL 硝子押え

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          硝子パッキン
          AL 硝子押え

上弦材 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

フォアシュラウド : 麻縄 φ50 

バックシュラウド : 麻縄 φ50 

バックシュラウド : 麻縄 φ50 

ハリヤード : 麻ロープ φ50

ハリヤード : 麻ロープ φ50

ハリヤード : 麻ロープ φ50

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

資料室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

内竜骨 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

テーパー加工

閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 
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手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

ドルフィンストライカー : 杉 φ300

リギング : 麻縄 φ10

リギング : 麻縄 φ10

リギング
: 麻

縄 φ
10

リギング
: 麻縄 φ10

上甲板縦通材 : 杉集成材 200×200 

登梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

上弦材 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

船鍔 : カラマツ集成材 
300×200 R 加工 CL

登梁 : カラマツ集成材
200×300 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

肋骨 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

肋骨 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

船 尾

左 舷 

右 舷 
肋骨 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20 X21 X22 X23 X24 X25 X26 X27 X28 X29 X30 X31 X32 X33 X34 X35 X36 X37 X38 X39 X40 X41 X42 X43 X44 X45 X46 X47 X48 X49 X50 X51 X51 X52 X53 X54 X55 X56 X57 X58 X59 X60 X61 X62 X63 X64 X65 X66 X67 X68 X69 X70 X71 X72 X73 X74 X75 X76 X78X77 X79 X80

縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL
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WL & DLWL

GL = WL-3000

WL+3000

WL+6000

WL+9000

WL+12000

WL-6000

WL-9000

WL-12000

WL-15000

WL-18000

WL-21000

WL-24000

WL-27000

WL-30000

縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL
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メインスカイセイルステイ
: 麻
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ミズンバックステイ : 麻縄 φ30

スパンカーガフトッピングリフト : 麻縄 φ30

スパンカーガフトッピングリフト : 麻縄 φ30
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ピンレール : 杉 200×200 

トップボード : 杉集成材  

フォアヤード : 杉 φ300 

フォアマスト : 杉 φ300
　  　　　　   テーパー加工 メインマスト : 杉 φ300

　　　　　　  テーパー加工 

ミズンマスト : 杉 φ300
　　　　　　  テーパー加工 

フォアヤード : 杉 φ300 

フォアヤード : 杉 φ400 

フォアヤード : 杉 φ500 

トップボード : 杉集成材  

ミズンヤード : 杉 φ300 

ミズンヤード : 杉 φ300 

ミズンヤード : 杉 φ400 

ミズンヤード : 杉 φ500 

屋根 : 合わせガラス 3＋3
          水切板金
          パッキン付き sus ビス @300
          硝子パッキン
          AL 硝子押え

既存渠床 : コンクリート
　　　　　遮水鋼矢板壁

既存渠床 : コンクリート
　　　　　遮水鋼矢板壁

既存渠壁 : コンクリート
　　　　　遮水鋼矢板壁

ドルフィンストライカー : 杉 φ300

リギング : 麻縄 φ10

バウスプリット : 杉 φ500

2600

R14
000

R1100000
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竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

内竜骨 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

支柱 : カラマツ集成材 200×400 

M9 ラグスクリュー (L=150)φ30×20

上弦材 : カラマツ集成材 200×300 R
加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

棟材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

縦通材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL 登梁 : カラマツ集成材 

200×400 R 加工 CL

根太 : カラマツ集成材 
200×200 CL

梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

柱 : カラマツ集成材 
200×200 CL

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

登梁 : カラマツ集成材 
200×600 CL

フォアマスト : 杉 φ400 

フォアバックステイ : 麻縄 φ50

メインバックステイ : 麻縄 φ50

ミズンバックステイ : 麻縄 φ50

フォアマスト : 杉 φ500 

メインシュラウド : 麻縄 φ50 フォアシュラウド : 麻縄 φ50 

バックシュラウド : 麻縄 φ50 

フォアガフ : 杉 φ300
　　　　      テーパー加工 

メインマスト : 杉 φ400 

メインマスト : 杉 φ500 

ハリヤード : 麻ロープ φ50ハリヤード : 麻ロープ φ50

ミズンマスト : 杉 φ500 

スパンカーブーム : 杉 φ300 
　　　　　　  テーパー加工

竜骨 : 杉集成材  300×700 

肋骨間隔  550mm×56 

内竜骨 : 杉集成材  300×300 

肋骨 : 杉集成材  200×300R 加工 CL

肋骨 : 杉集成材  200×300R 加工 CL

上甲板梁 : 杉集成材 200×200

主甲板梁 : 杉集成材 200×200 

上甲板縦通材 : 杉集成材 200×200 

主甲板縦通材 : 杉集成材 200×200 
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0
0
0

4
2
0
0

ラウンジ床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×200 

ラウンジ床 : カラマツ集成材
 50×80 

肋骨間隔 1600mm ×38

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20
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閲覧室床 : カラマツ集成材 50×80 

梁 : カラマツ集成材 200×600 

主甲板 : カラマツ集成材 50×80 

主甲板梁 : カラマツ集成材 200×200 

肋骨 : カラマツ集成材 200×400 

資料閲覧室
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スパンカーガフ : 杉 φ300
　　　　           テーパー加工 

スパンカーガフ : 杉 φ300
　　　　           テーパー加工 

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 

839
0

839
0

837
0

17.75°

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

手摺 : カラマツ集成材 φ30

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

内竜骨 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

テーパー加工

テーパー加工

WL-33000

既存階段 : 煉瓦 100×180×80
　　　　  フランドル積み 
　　　     モルタル目地

肋骨 : カラマツ集成材 
200×400 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=100)
座掘り　φ30×20

手摺 : カラマツ集成材 φ30

踏み面 : カラマツ集成材 t=80

手摺棒エンドキャップ : カラマツ集成材 

サイドギャルソン : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

サイドギャルソン : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

蒸気機関展示位置

スクリュー及び
錨展示位置

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

海水注水時水位

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20

棟材 : カラマツ集成材 
200×200 R 加工 CL

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 

上甲板梁 : カラマツ集成材 200×600

上甲板縦通材 : カラマツ集成材 200×200 

竜骨 : 杉集成材  300×700 

内竜骨 : 杉集成材  300×300 

船側厚板 : 杉集成材 船鍔 : 杉集成材 
500×100 R 加工 CL 柱 : カラマツ集成材 

200×200 CL

竜骨 : カラマツ集成材 
200×500 R 加工 CL

M9 ラグスクリュー (L=150)
座掘り　φ30×20


